
 

 

２０１１(平成２３)年度  法学既修者入学試験問題(２月試験) 

 

民 法 

 
(１２０分，総点１５０点) 

 

 

 

試験開始の指示があるまで開かないこと 

注意 

１．問題冊子は，表紙をふくめて４ページで，問題は３問ある。 

２．解答用紙は３枚配布する。解答は解答用紙に記入し，解答の末尾には，「以上」と明記

すること。また，用紙が不足した場合には，追加の用紙を配布するので，挙手して監

督者に知らせること。 

３．下書き用紙として，白紙を１枚配布する。ただし，下書き用紙の提出は認めないので，

必ず解答用紙に清書して提出すること。 

４．解答用紙への受験番号，氏名記入は，監督者の指示によること。また，「管理番号」欄

は，大学側が使用するので受験生は記入しないこと。 

５．問題の内容に関する質問には，応じない。 

６．試験時間内の退場はできない。なお，試験中の発病等やむを得ない場合には，挙手に

より監督者に知らせ，その指示に従うこと。 

７．試験終了後は，監督者の指示があるまで，各自の席で待機すること。 

８．問題冊子及び下書き用紙は，各自で持ち帰ること。 
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第１問 

ＡはＢから甲土地を購入したが，将来自分が死亡した時の相続人の負担（相続税等）を

少しでも減らしてやりたいと考え，子Ｃには無断で，買主をＣとするＢＣ間の売買を登記

原因としてＣへの移転登記を申請し，その旨の登記が行われた。半年後にＣはその事実を

知ったが，登記名義はそのままにしておいた。さらにその３年後に，ＣはＡに無断で，甲

土地を自分の土地としてＤに売却して引渡しと移転登記が行われた。Ｄは登記簿の記載か

らＣが所有者であると信じて購入したものとする。 

ＡがＤに対して，所有権にもとづいて甲土地の明渡しと所有権移転登記抹消登記の請求

をしてきた場合，Ｄはそれを拒むことができるだろうか。論拠を示して答えなさい。 

(50点) 
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第２問 

 Ｘは，平成 22 年 6月 1日，Ａとの間でＡ所有の甲土地について，建物所有目的で，賃貸

借契約を締結した。 

 ところが，ＸがＡから甲土地の引渡しを受ける前に，Ｙが甲土地上に建築資材を置いて

甲土地を使用し始めてしまった。 

 そこで，Ｘは，Ａに対し，Ｙに甲土地上の建築資材を撤去させるように求めたが，Ａは

何もしてくれなかった。 

 Ｙが甲土地を使用するについて全く権原を有していなかった場合，Ｘは，Ｙに対して甲

土地上の建築資材を撤去して甲土地を明け渡すことを求めることができるか。 

(50点) 
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第３問 

 Ａ女には，内縁関係にあったＢ男との間に子Ｃがいたが，Ａは，結局，Ｂとは婚姻せず，

Ｄ男と婚姻し，Ｄとの間でＥ，Ｆ，Ｇの３人の子を出産した。その後，Ｃが成人し，Ｈと

婚姻して，Ｉ，Ｊ，Ｋの３人の子が生まれた。 

 Ａは，平成 20 年に死亡したが，その前にＤとＣが死亡していた。Ａについて単純相続が

開始した。Ａの遺産は，その居住していた土地，建物だけである。 

 Ｋが遺産分割を請求し，その中で，自己の法定相続分は遺産の 12分の 1であると主張し

ている。 

 

(1) 現行規定によれば，本件において相続人は誰であるか。また，各相続人の法定相続分

はどうなるか。それぞれ根拠条文をあげて答えなさい。           (20点) 

 

(2) 民法 900 条 4号ただし書の趣旨を中心にしながら，Ｋの主張の当否を検討しなさい。

(30点) 


